
丹
念
さ
と
問
題
意
識
と中　

島
　
国
　
彦

　
書
物
と
し
て
読
者
の
前
に
差
し
出
さ
れ
た
も
の
に

は
、
お
の
ず
と
著
者
の
風
貌
が
滲
み
出
て
く
る
も
の
で

あ
る
。
大
部
の
学
術
書
と
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
選
書

と
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、今
回
受
賞
作
を
並
べ
る
と
、

研
究
の
ス
タ
イ
ル
、
読
者
を
ど
う
意
識
す
る
か
の
態
度

な
ど
、
幾
つ
か
の
点
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
際
立
つ
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　
大
橋
毅
彦
『
昭
和
文
学
の
上
海
体
験
』
は
、

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
敗
戦
に
至
る
時
期
の
上
海
と

い
う
場
所
に
、
昭
和
文
学
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
人
物
の
営
為
が
、
ま
さ
に
渦
巻
く
よ
う
に
流
れ
込

む
姿
を
、
緻
密
な
調
査
と
、
人
物
に
対
す
る
温
か
い
眼

で
描
き
出
す
。
わ
た
く
し
自
身
、
本
書
の
中
核
と
な
っ

た
学
位
論
文
の
審
査
に
当
た
っ
た
立
場
で
も
あ
り
、
選

考
の
席
で
は
発
言
を
控
え
た
が
、
お
二
人
の
選
者
か
ら

高
い
評
価
を
受
け
た
の
は
う
れ
し
い
。

　
石
原
千
秋
『
漱
石
と
日
本
の
近
代
』
は
、『
反
転
す

る
漱
石
』
で
の
新
鮮
な
発
言
か
ら
二
十
年
近
く
経
っ
た

今
、
そ
の
間
の
漱
石
研
究
の
動
き
に
丹
念
に
反
応
し
つ

つ
、
今
回
「
女
の
謎
」「
漱
石
的
主
人
公
」
と
い
う
視

点
を
前
面
に
押
し
出
し
て
、
明
快
に
ま
と
め
上
げ
た
漱

石
像
で
あ
る
。
大
橋
氏
の
著
書
に
、
池
田
克
己
・
室
伏

ク
ラ
ラ
・
ブ
ロ
ッ
ホ
な
ど
の
人
物
の
ド
ラ
マ
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
物
語
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
石
原
氏
の
著

書
は
、
最
近
の
若
い
研
究
者
の
業
績
に
つ
い
て
も
触
れ

て
お
り
、
学
術
上
の
先
端
を
行
く
目
配
り
が
感
じ
ら
れ

る
の
が
面
白
い
。
著
書
の
表
題
に
「
近
代
」
と
い
う
語

が
使
わ
れ
て
い
る
が
、『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
か
ら
『
明
暗
』

に
至
る
作
品
を
順
に
分
析
す
る
ス
タ
イ
ル
は
、
読
者
の

支
持
を
得
る
に
違
い
な
い
。

研
究
と
「
読
者
」
の
間関　

川
　
夏
　
央

　
今
年
は
例
年
に
も
増
し
て
力
作
、
労
作
が
並
ん
だ

た
め
選
考
に
苦
労
し
た
、
と
い
う
の
が
選
考
委
員
の

一
致
し
た
感
想
で
あ
っ
た
。

　
大
橋
毅
彦
『
昭
和
文
学
の
上
海
体
験
』（
勉
誠
出
版
）

は
、「
外
国
租
界
」
と
し
て
奇
妙
な
繁
栄
を
謳
歌
し
た

一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
上
海
市

街
と
、
そ
こ
で
活
動
し
た
日
本
人
文
学
者
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
翻
訳
者
ら
の
姿
を
、
綿
密
な
調
査
に
よ
っ

て
活
写
し
た
労
作
で
あ
る
。
一
三
五
〇
枚
と
い
う
質

量
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
た

林
京
子
な
ど
に
と
ど
ま
ら
ず
、
池
田
み
ち
子
、
室
伏

ク
ラ
ラ
、
ユ
ダ
ヤ
人
芸
術
家
の
Ｄ
・
Ｌ
・
ブ
ロ
ッ
ホ

ら
の
存
在
と
仕
事
に
光
を
当
て
て
ゆ
く
手
際
に
は
、

ま
さ
に
間
然
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

　
石
原
千
秋『
漱
石
と
日
本
の
近
代
』（
上
）・（
下
）（
新

潮
選
書
）
は
、
多
く
の
実
績
を
積
ん
だ
著
者
の
、
漱

石
研
究
に
お
け
る
決
定
版
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
と
く
に
、
明
治
三
十
一
年
施
行
の
明
治
民
法
に
よ

る
相
続
と
扶
養
義
務
の
明
確
化
が
漱
石
の
創
作
に
多

大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
、
ス

リ
リ
ン
グ
か
つ
説
得
的
で
あ
り
、
刮
目
さ
せ
ら
れ
る

思
い
を
味
わ
っ
た
。
年
若
い
研
究
者
た
ち
の
論
文
か

ら
の
引
用
が
著
作
中
の
随
所
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ

か
ら
は
、
た
だ
ご
と
で
は
な
い
著
者
の
目
配
り
の
周

到
さ
、
ま
た
後
進
に
対
す
る
い
た
わ
り
と
愛
着
の
念

の
深
さ
を
実
感
で
き
る
。

作
品
の
読
み
と
現
地
調
査

兵
　
藤
　
裕
　
己

　
石
原
千
秋
『
漱
石
と
日
本
の
近
代
』
は
、
漱
石
と

「
日
本
の
近
代
」
と
の
関
係
を
、
石
原
氏
ら
し
い
鋭
利

な
文
体
で
解
き
明
か
し
た
本
で
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、

漱
石
が
作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
た
明
治
三
〇
年
代
末
は
、

漱
石
作
品
の
読
者
と
な
る
東
京
山
の
手
の
中
産
階
級

が
形
成
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
近
代
の
知

識
人
の
苦
悩
を
特
権
的
に
悩
む
こ
と
の
で
き
た
有
閑

層
で
も
あ
る
が
、
そ
ん
な
漱
石
文
学
の
読
者
＝
主
人

公
た
ち
が
抱
え
こ
ん
だ
自
我
や
心
の
問
題
は
、
二
一

世
紀
を
生
き
る
私
た
ち
の
そ
れ
を
先
取
り
す
る
も
の

だ
っ
た
と
い
う
。
現
代
思
想
に
も
目
配
り
の
き
く
石

原
氏
が
、
学
界
の
漱
石
研
究
の
動
向
や
成
果
を
丁
寧

に
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
読
み
や
す
い
文
章
で
一

般
読
者
・
文
学
愛
好
者
へ
向
け
て
開
い
た
意
義
は
き

わ
め
て
大
き
い
。

　
大
橋
毅
彦
『
昭
和
文
学
の
上
海
体
験
』
は
、
二
〇

世
紀
前
半
の
上
海
と
い
う
、
西
洋
と
東
洋
が
入
り
混

じ
る
特
殊
な
都
市
空
間
で
展
開
さ
れ
た
日
本
語
文
学

を
研
究
し
た
大
著
で
あ
る
。
上
海
で
発
行
さ
れ
た
新

聞
・
雑
誌
類
の
文
献
調
査
を
も
と
に
、
当
時
の
日
本

人
作
家
た
ち
の
活
動
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、
そ
れ
を
跡

づ
け
る
現
地
調
査
が
行
わ
れ
る
。
一
九
八
〇
年
代
以

降
、
中
国
の
都
市
が
急
激
に
変
貌
し
て
ゆ
く
な
か
で
、

大
橋
氏
の
世
代
に
し
て
か
ろ
う
じ
て
可
能
で
あ
っ
た

研
究
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
か
で
も
、「
上
海
社
交
界

の
花
形
」
だ
っ
た
室
伏
ク
ラ
ラ
に
か
ん
す
る
論
考
は

興
味
深
か
っ
た
が
、
上
海
で
亡
命
生
活
を
送
っ
た
ユ

ダ
ヤ
人
画
家
、
ブ
ロ
ッ
ホ
の
足
跡
を
た
ど
る
現
地
調

査
の
報
告
も
、読
み
物
と
し
て
大
変
ス
リ
リ
ン
グ
だ
っ

た
。
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